
四隅4ヶ所

678M型 組立説明書

※組み立て前に必ず、『安全上のご注意』（別紙）をお読みください。
〈2003〉

※組立前にケース内容を確認してください。
No. 品　　名 数量

①

②

③

④ ･ ⑤ ⑫

⑬④

⑤

⑥

⑦

規　　格 形　　状 No. 品　　名 数量 規　　格 形　　状

横通し用パイプを準備します。（5組）1

脚用パイプに印を付けます（12本）2

で準備した横通し用パイプを設置場所に置き、四隅に穴を掘ります。3

4 脚用パイプを四隅に30㎝埋め込み、水糸を50㎝の印に張ります。

5 残りの脚用パイプを埋めます。（8本）　【注】横通し用パイプの外側に建てます

6 アーチ用パイプを組み、脚用パイプに差し込みます。（6組）

アーチ用パイプ

横通し用
パイプ

横通し用
パイプ

脚用
パイプ

ピーククロス

フックバンド

Rバンド

12本

12本

10本

5本

6ヶ

8ヶ

2ヶ

2ヶ

20ヶ

1巻

外ジョイント

キ ャ ッ プ

褄面クロス

間口約2.7  奥行4.8  高さ約2.0
A・Bケースで一棟分です。

A ケ ー ス

※　継ぎ目をしっかり差し込み、中心を抜けない程度につぶします。
　　その時、下に固いものを敷きます。（5組・10ヶ所）

⑬と⑬を継ぎ、⑭に差し込みます。（5組）

⑭ ⑬ ⑬

※　組立手順　　 パイプ取付けの為、96㎝間隔にマジック等で
　　印を付けます。

4図の様に⑫の脚用パイプに、組み立て手順
作業の為、つぶしてある方から30㎝（埋め込み位置）
50㎝（水糸位置）に、各々マジック等で印を付けます。

5

7

96㎝

2ヶ所均等につぶします

対角線上平均につぶします

・

埋め込み用印

⑫

30㎝
50㎝

1

横通し用パイプ

【注】四隅を直角にします 【注】バール等で穴を掘ります

2.7Ｍ
地中

約30㎝

横通し用パイプ

四隅4ヶ所

地中

約30㎝

埋め込み用印

水糸用印

96㎝

横通しパイプ

横通し用パイプ

30㎝ 50㎝

1.横通し用パイプに付けた印（96㎝間隔）の位置に約30㎝の穴を掘ります。
　【注】横通し用パイプの外側に穴を掘ります。
2.脚用パイプに付けた水糸用印（50㎝）が水糸にくるように調整しながら
　穴を掘り埋めます。

25×160㎝
　　　　(S)

25×150㎝
　　　　（P）

22×160㎝⑭

Ｕ字クイ 4本 10×24㎝

プラ杭 1本 30㎝

70ｍ

22×166㎝
　　　　（S）

径28　約18㎝

25×22

28×22

28×22
25×22

22φ用

Ｂ ケ ー ス

天 幕 ケ ー ス

穴位置

※上から見た図

水糸用印
（埋め込み高さ調節）

水糸

水糸

水糸

⑨

⑧

組立完成図

上
下

※　ダンボ－ルケ－スの上ぶたにメジャーが印刷してありますので
　　御使用ください。

※　ダンボ－ルケ－スの上ぶたにメジャーが印刷して
　　ありますので御使用ください。

⑪

⑩ 天　　幕 1枚 幅　　5.2ｍ
長さ　5.2ｍ約

前 後 幕 各1枚 前 後

脚パイプ

パイプに、張りがある為
内側へ引き寄せながら
作業してください

しっかり奥まで
差し込みます

②

①
外ジョイント

①
アーチ用パイプ アーチ用パイプ

脚用パイプ
脚用パイプ

①

⑫
⑫

⑫

①

兼用

横通し用パイプ

横通し用パイプ

横通し用パイプ

同じ袋に入っています



パイプ

前

7

【注】

工具を用いてしっかり止めます。

横通し用パイプは、各パイプの内側へ印を合わせて取付けます。
部品取付け時は、指先を挟まないよう注意してください。

　　で準備した横通し用パイプを取付けます。（内側に取付けます）

8 前後幕の取付け方 9 U字クイとプラ杭を打ち込みRバンドで止めます

※作業12で天幕ロープをＵ字杭⑧に結びつけます。

10 天幕を広げ、向きを確認して骨組みにかぶせます1

⑦のＲバンドを20cm位に
カットして、前後幕のハトメと
パイプを結びます。

前 後

11 天幕を被せ、ロープを仮止めします。

12 天幕を絞り、張ります。

かぶり
約25cm

かぶり
約10cm

後前

外ジョイントの中心に　　で付けた印を合わせて取付けます。天井１組 1

アーチ・脚用パイプの継ぎ目に　　で付けた印を合わせて取付けます。
地面から5㎝上げた位置に　　で付けた印を合わせて取付けます。

左右2組
左右2組

1
1

前

後

脚用パイプ

横通し用パイプ

5㎝

天井前1ヶ所

④

⑤

天井後1ヶ所

④

⑥

脚用パイプ

アーチ用パイプ

左右16ヶ所
の部分

左右4ヶ所
③

褄面クロス

③
褄面クロス

外ジョイント

⑥
天井中4ヶ所

ハトメの位置が下図（○の〈正解〉）の様になっている事を必ず確認して、骨組みにかぶせてください。
ハトメの位置を間違って骨組みにかぶせると天幕は張れません。

後

ハトメ

ハトメ

絞りロープ

〈不正解〉
ハトメが前後に
きています。

【注】 ○シートを引きずらないでください。
○周辺を整理して、キズがつかないように
　してください。
○風の強いときは作業しないでください。

⑩

〈正解〉
前から見てハトメが
左右にあります。

前

絞りロープ

ハトメ

⑪ ⑪

前

前

④⑤

内側から見た図

⑨

後幕

⑧⑧

ハトメの真下に
打ち込みます

後部約40cm
（前部約15cm）

斜めに打ち込みます

U字クイとプラ杭を打った後、ハトメにＲバンドで
結び止めます。（３箇所）

後部約40cm
（前部約15cm）

⑧

天幕

前後のかぶり・左右すき間を確認しながら

1 .片方の杭からロープを外し、ロープを引き上げます。
2 .ロープを引き上げたまま、足を上下に動かしてロープを踏み込み絞ります。
3 .ピーンとロープを張ったら、しっかり杭に結び止めます。
4 .片方の仮止めをしっかり止め直します。
5 .反対側（前をしたら後）も同じ要領でします。

しっかり結び止めます。

絞ります仮止め

絞りしわを、
○印の位置にまとめます。

1 2

3

4
5

反対側も
同様に！

※車庫に前幕・後幕・天幕を張ったとき
　下部に隙間があきますが下記理由によ
　りあらかじめ隙間があくよう設計され
　ています。
　車庫内の換気をよくする。
　●車の排気ガス換気のため。
　●車庫内の温度上昇防止。

注意

反対側

●天幕のバタツキ防止の為、図の
　ようにパイプとパイプの間を
　Ｒバンドでしっかり結び止めて
　天幕をおさえてください。　

●天幕のハトメと下端の横通し用パイプを、
Ｒバンドでしっかり結び止めます。

●最後に天幕ハトメと結んだ下端の横通し
用パイプを下に叩いて降ろすときれいに
張れます。

横通し用パイプに結び付けます。
（反対側も同様に！）

Ｒバンド

すきま

【注】絞りロープを仮止めします。
【注】後幕、天幕の絞りロープは
　　　同じＵ字杭を使用します。

後幕で裾を結びつけたＵ字杭に
後側の天幕ロープは結び止めます。

注意事項




